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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第112期

中間連結会計期間
第113期

中間連結会計期間
第112期

会計期間
自2025年４月１日
至2025年９月30日

自2026年４月１日
至2026年９月30日

自2025年４月１日
至2026年３月31日

売上高 （百万円） 66,430 79,383 144,479

経常利益 （百万円） 3,412 9,340 12,281

親会社株主に帰属する中間

（当期）純利益
（百万円） 2,135 7,274 8,360

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 3,595 12,000 13,118

純資産額 （百万円） 121,167 136,920 128,212

総資産額 （百万円） 199,715 207,725 197,825

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 86.17 293.41 337.27

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.6 64.0 62.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 12,427 12,758 26,441

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △3,902 △1,561 △10,027

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △7,132 △5,472 △17,673

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 24,334 27,843 22,078

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．当社は、「役員向け株式交付信託」及び「従業員向け株式交付信託」を導入しております。当制度の導

入に伴い、三井住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託

口））が保有している当社株式を、１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上、期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社による異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績

当中間連結会計期間における業績につきましては、当社グループにおいて積極的な販売活動を展開いたしました

結果、当期の売上高は79,383百万円と、前年同期比19.5%の増加となりました。

損益面につきましては、経営全般にわたる業務の効率化・合理化施策を推進してまいりました結果、営業利益は

前年同期比6,965百万円増加の9,467百万円となりました。経常利益は前年同期比5,928百万円増加の9,340百万円と

なり、親会社株主に帰属する中間純利益は前年同期比5,138百万円増加の7,274百万円となりました。

 

 

セグメント別の概況

（電子材料事業）

電子材料につきましては、円安による販売価格の上昇、一部特殊ガス製品の原材料費高騰に伴う販売価格の適正

化により、売上高は前年同期比49.7%増加の18,615百万円となりました。損益は原材料費高騰の影響もありました

が、増収により、前年同期比4,019百万円増加の6,062百万円の営業利益となりました。

    （単位：百万円）

 2026年３月期中間期 2027年３月期中間期 増減額 増減率

売上高 12,431 18,615 6,183 49.7％

営業利益 2,043 6,062 4,019 196.7％

 

 

（エネルギー材料事業）

エネルギー材料につきましては、国内における大型案件の量産規模の拡大や、原材料費高騰の販売価格への一部

転嫁などにより、売上高は前年同期比66.9%増加の8,332百万円となりました。損益は原材料費高騰分の販売価格へ

の転嫁不足もありましたが、増収により、前年同期比113百万円改善の1,652百万円の営業損失となりました。

    （単位：百万円）

 2026年３月期中間期 2027年３月期中間期 増減額 増減率

売上高 4,991 8,332 3,340 66.9％

営業損失（△） △1,765 △1,652 113 －
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（ライフ＆ヘルスケア事業）

医療化学品につきましては、円安による販売価格の上昇もありましたが、英国連結子会社の株式譲渡の影響など

により、売上高は前年同期を下回りました。

素材化学品につきましては、ＨＦＯ製品、機能性材料製品、および一部無機化学製品の販売が増加したことによ

り、売上高は前年同期を上回りました。

肥料につきましては、販売数量は前年同期を下回りましたが、販売価格の改定により、販売単価が前年同期を上

回ったことから、売上高は前年同期を上回りました。

以上、ライフ＆ヘルスケア事業の売上高は前年同期比4.4%増加の19,025百万円となりました。損益は増収に加

え、固定費の削減もあり、前年同期比1,744百万円増加の3,246百万円の営業利益となりました。

    （単位：百万円）

 2026年３月期中間期 2027年３月期中間期 増減額 増減率

売上高 18,229 19,025 795 4.4％

営業利益 1,501 3,246 1,744 116.2％

 

事業別売上高    （単位：百万円）

 2026年３月期中間期 2027年３月期中間期 増減額 増減率

医療化学品 6,168 5,029 △1,139 △18.5％

素材化学品 8,604 10,473 1,868 21.7％

肥料 3,456 3,522 66 1.9％

計 18,229 19,025 795 4.4％

 
 

（ガラス事業）

建築用ガラスにつきましては、非住宅の市場は低調に推移したものの、スポットの製品販売の増加、販売価格の

適正化などにより、売上高は前年同期を上回りました。

自動車用ガラスにつきましては、一部顧客の稼働停止の影響があったものの、販売価格の適正化などにより、売

上高は前年同期を上回りました。

ガラス繊維につきましては、自動車向け短繊維製品の販売が増加したことにより、売上高は前年同期を上回りま

した。

以上、ガラス事業の売上高は前年同期比7.8%増加の30,499百万円となりました。損益は原燃材料費上昇の影響は

ありましたが、増収により、前年同期比993百万円増加の1,582百万円の営業利益となりました。

    （単位：百万円）

 2026年３月期中間期 2027年３月期中間期 増減額 増減率

売上高 28,285 30,499 2,214 7.8％

営業利益 589 1,582 993 168.5％

 

事業別売上高    （単位：百万円）

 2026年３月期中間期 2027年３月期中間期 増減額 増減率

建築用ガラス 10,935 11,606 670 6.1％

自動車用ガラス 13,031 14,205 1,173 9.0％

ガラス繊維 4,316 4,686 370 8.6％

その他 1 0 △0 △59.3％

計 28,285 30,499 2,214 7.8％
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（２）財政状態

当中間連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が4,341百万円、株価の上昇により投

資有価証券が5,488百万円それぞれ増加したことなどにより、9,900百万円増加し207,725百万円となりました。

負債は借入金の返済などにより有利子負債が2,764百万円減少した一方、支払手形及び買掛金が2,049百万円、未

払法人税等が1,192百万円それぞれ増加したことなどにより、1,192百万円増加し70,805百万円となりました。

純資産は配当金の支払により2,146百万円減少した一方、親会社株主に帰属する中間純利益を7,274百万円計上、

その他有価証券評価差額金が3,682百万円増加したことなどにより、8,707百万円増加し136,920百万円となりまし

た。また、自己資本比率は1.5%増加し64.0%となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は前連結会計年度末に比べ、5,765百万円増加し、

27,843百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金収支は、運転資金の増減（売上債権及び契約資産、棚卸資産、仕入債務の増減合計額）によ

る支出1,095百万円などの一方で、税金等調整前中間純利益9,340百万円、減価償却費3,944百万円などにより、

12,758百万円の収入(前年同期は12,427百万円の収入)となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金収支は、定期預金の払戻による収入2,769百万円などの一方で、定期預金の預入による支出

1,177百万円、有形固定資産の取得による支出2,747百万円などにより、1,561百万円の支出(前年同期は3,902百万

円の支出)となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金収支は、長短借入金の減少による支出2,697百万円、配当の支払による支出2,146百万円、非

支配株主への配当の支払による支出594百万円などにより、5,472百万円の支出(前年同期は7,132百万円の支出)と

なりました。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

（５）研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、3,769百万円であります。なお、当中間連

結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

    （単位：百万円）

 2026年３月期中間期 2027年３月期中間期 増減額 増減率

研究開発費 3,845 3,769 △75 △2.0％

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 171,903,980

計 171,903,980

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2026年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 26,000,000 26,000,000
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 26,000,000 26,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

2026年４月１日～

2026年９月30日
－ 26,000 － 18,168 － 8,075
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（５）【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式　
（自己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海1-8-12 3,190 12.62

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区赤坂1-8-1 3,145 12.44

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY

505223

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済

営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON

MASSACHUSETTS 02101 U.S.A.

（東京都港区港南2-15-1）

681 2.70

株式会社山口銀行 山口県下関市竹崎町4-2-36 640 2.53

CG取引先持株会 東京都千代田区神田錦町3-7-1 567 2.24

CG協力会社持株会 東京都千代田区神田錦町3-7-1 549 2.17

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY

505001

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済

営業部）

ONE CONGRESS STREET, SUITE 1,

BOSTON, MASSACHUSETTS

（東京都港区港南2-15-1）

543 2.15

DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO

（常任代理人　シティバンク、エヌ・エ

イ東京支店）

PALISADES WEST 6300,

BEECAVE ROAD BUILDING ONE

AUSTIN TX 78746 US

（東京都新宿区新宿6-27-30）

539 2.13

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140044

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済

営業部）

240 GREENWICH STREET, NEW YORK,
NY 10286 U.S.A
（東京都港区港南2-15-1）

451 1.78

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（退職給付信託口・山口銀行口）
東京都港区赤坂1-8-1 447 1.77

計 － 10,755 42.54

(注)１．上記のほか、当社が保有している自己株式が714,749株あります。

２．自己株式には、役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式は含まれており

ません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 778,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 25,128,000 251,280 －

単元未満株式 普通株式 93,900 － －

発行済株式総数  26,000,000 － －

総株主の議決権  － 251,280 －

 

②【自己株式等】

    2026年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

セントラル硝子株式会社
山口県宇部市大字

沖宇部5253
714,700 － 714,700 2.75

宇部吉野石膏株式会社
山口県宇部市大字

沖宇部5254-11
63,400 － 63,400 0.24

計 － 778,100 － 778,100 2.99

（注）自己名義所有株式数には、役員向け株式交付信託及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式は含まれ

ておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、八重洲監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 25,697 30,038

受取手形、売掛金及び契約資産 35,043 36,335

商品及び製品 26,124 26,873

仕掛品 2,495 3,270

原材料及び貯蔵品 14,334 14,818

その他 3,816 3,234

貸倒引当金 △117 △116

流動資産合計 107,395 114,454

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,183 18,984

機械装置及び運搬具（純額） 15,072 13,914

土地 20,406 20,405

建設仮勘定 2,800 2,106

その他（純額） 4,662 4,213

有形固定資産合計 61,125 59,624

無形固定資産   

その他 1,623 1,695

無形固定資産合計 1,623 1,695

投資その他の資産   

投資有価証券 18,765 24,253

その他 8,974 7,760

貸倒引当金 △59 △63

投資その他の資産合計 27,680 31,950

固定資産合計 90,429 93,270

資産合計 197,825 207,725
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,733 15,782

短期借入金 6,838 6,806

１年内償還予定の社債 5,000 5,000

未払法人税等 924 2,117

契約負債 999 1,193

賞与引当金 1,263 1,309

その他 13,437 13,384

流動負債合計 42,198 45,594

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 7,998 5,333

特別修繕引当金 2,889 3,163

役員株式交付引当金 83 102

従業員株式交付引当金 555 641

退職給付に係る負債 4,608 4,748

資産除去債務 227 228

その他 1,051 993

固定負債合計 27,414 25,210

負債合計 69,612 70,805

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,168 18,168

資本剰余金 8,109 8,109

利益剰余金 85,616 90,744

自己株式 △3,792 △3,777

株主資本合計 108,101 113,245

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,548 11,231

為替換算調整勘定 6,666 7,207

退職給付に係る調整累計額 1,309 1,224

その他の包括利益累計額合計 15,524 19,664

非支配株主持分 4,586 4,010

純資産合計 128,212 136,920

負債純資産合計 197,825 207,725
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 66,430 79,383

売上原価 49,935 55,524

売上総利益 16,495 23,858

販売費及び一般管理費 ※ 13,992 ※ 14,391

営業利益 2,502 9,467

営業外収益   

受取利息 113 109

受取配当金 446 459

持分法による投資利益 77 －

受取ロイヤリティー 148 258

その他 838 397

営業外収益合計 1,624 1,224

営業外費用   

支払利息 130 128

持分法による投資損失 － 19

為替差損 114 566

その他 468 637

営業外費用合計 714 1,351

経常利益 3,412 9,340

特別利益   

投資有価証券売却益 26 －

関係会社清算益 116 －

特別利益合計 142 －

特別損失   

投資有価証券売却損 － 0

特別損失合計 － 0

税金等調整前中間純利益 3,555 9,340

法人税等 1,009 1,589

中間純利益 2,546 7,750

非支配株主に帰属する中間純利益 410 475

親会社株主に帰属する中間純利益 2,135 7,274
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

中間純利益 2,546 7,750

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 773 3,673

繰延ヘッジ損益 △6 －

為替換算調整勘定 607 505

退職給付に係る調整額 △73 △84

持分法適用会社に対する持分相当額 △251 155

その他の包括利益合計 1,049 4,250

中間包括利益 3,595 12,000

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 3,089 11,414

非支配株主に係る中間包括利益 506 585

 

EDINET提出書類

セントラル硝子株式会社(E00769)

半期報告書

13/22



（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 3,555 9,340

減価償却費 4,037 3,944

引当金の増減額（△は減少） 300 422

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △17 14

受取利息及び受取配当金 △560 △568

支払利息 130 128

持分法による投資損益（△は益） △77 19

投資有価証券売却損益（△は益） △26 0

固定資産売却損益（△は益） △9 △26

固定資産廃棄損 304 256

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 5,739 △1,045

棚卸資産の増減額（△は増加） △112 △1,900

仕入債務の増減額（△は減少） △75 1,849

未払消費税等の増減額（△は減少） △256 56

未払費用の増減額（△は減少） △82 △142

その他 △23 945

小計 12,825 13,295

利息及び配当金の受取額 568 573

利息の支払額 △131 △140

法人税等の支払額 △835 △969

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,427 12,758

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,231 △1,177

定期預金の払戻による収入 3,964 2,769

有形固定資産の取得による支出 △4,477 △2,747

有形固定資産の売却による収入 10 30

投資有価証券の取得による支出 △208 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 27 0

関係会社の整理による収入 166 －

その他 △1,152 △437

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,902 △1,561

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △330 608

長期借入金の返済による支出 △3,807 △3,305

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △2,146 △2,146

非支配株主への配当金の支払額 △808 △594

その他 △38 △34

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,132 △5,472

現金及び現金同等物に係る換算差額 231 41

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,623 5,765

現金及び現金同等物の期首残高 22,040 22,078

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物

の増減額（△は減少）
670 －

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 24,334 ※ 27,843
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【注記事項】

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2025年４月１日

　　至 2025年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2026年４月１日
　　至 2026年９月30日）

給料手当 4,402百万円 4,424百万円

賞与引当金繰入額 302 361

退職給付費用 118 126

貸倒引当金繰入額 △12 △0

役員株式交付引当金繰入額 15 31

従業員株式交付引当金繰入額 36 27

研究開発費 3,385 3,322

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2026年４月１日
至 2026年９月30日）

現金及び預金勘定 25,537百万円 30,038百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,054 △1,969

株式交付信託預金 △149 △226

現金及び現金同等物 24,334 27,843
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（株主資本等関係）

１　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（１）配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月23日

取締役会（注）
普通株式 2,146 85.00 2025年３月31日 2025年６月10日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「役員向け株式交付信託」及び「従業員向け株式交付信託」の信託財産として、三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））が保有する

当社株式に対する配当金39百万円が含まれておりますが、関係会社に対する配当金２百万円は含めており

ません。

 

（２）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月12日

取締役会（注）
普通株式 2,146 85.00 2025年９月30日 2025年12月１日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「役員向け株式交付信託」及び「従業員向け株式交付信託」の信託財産として、三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））が保有する

当社株式に対する配当金39百万円が含まれておりますが、関係会社に対する配当金２百万円は含めており

ません。

 
 

２　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

（１）配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年５月25日

取締役会（注）
普通株式 2,146 85.00 2026年３月31日 2026年６月10日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「役員向け株式交付信託」及び「従業員向け株式交付信託」の信託財産として、三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））が保有する

当社株式に対する配当金39百万円が含まれておりますが、関係会社に対する配当金２百万円は含めており

ません。

 

（２）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年11月12日

取締役会（注）
普通株式 2,146 85.00 2026年９月30日 2026年12月１日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「役員向け株式交付信託」及び「従業員向け株式交付信託」の信託財産として、三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））が保有する

当社株式に対する配当金38百万円が含まれておりますが、関係会社に対する配当金２百万円は含めており

ません。

 

EDINET提出書類

セントラル硝子株式会社(E00769)

半期報告書

16/22



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額

 
電子材料
事業

エネルギー
材料事業

ライフ＆
ヘルスケア
事業

ガラス事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 12,431 4,991 18,229 28,285 63,938 2,492 － 66,430

セグメント間の内部

売上高又は振替高
43 2 45 0 91 1,226 △1,317 －

計 12,474 4,994 18,275 28,285 64,029 3,718 △1,317 66,430

セグメント利益又は損失

(△)（営業利益）
2,043 △1,765 1,501 589 2,368 133 － 2,502

（注）１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商社事業等を含んでおります。

２　調整額は、セグメント間取引消去であります。

 

２　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額

 
電子材料
事業

エネルギー
材料事業

ライフ＆
ヘルスケア
事業

ガラス事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 18,615 8,332 19,025 30,499 76,472 2,910 － 79,383

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 2 94 3 99 2,628 △2,728 －

計 18,615 8,334 19,120 30,502 76,572 5,539 △2,728 79,383

セグメント利益又は損失

(△)（営業利益）
6,062 △1,652 3,246 1,582 9,239 227 － 9,467

（注）１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商社事業等を含んでおります。

２　調整額は、セグメント間取引消去であります。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（単位：百万円）

  主要な事業 外部顧客への売上高

報

告

セ

グ

メ

ン

ト

電子材料事業 電子材料 12,431

エネルギー材料事業 エネルギー材料 4,991

ライフ＆ヘルスケア事業

医療化学品 6,168

素材化学品 8,604

肥料 3,456

計 18,229

ガラス事業

建築用ガラス 10,935

自動車用ガラス 13,031

ガラス繊維 4,316

その他 1

計 28,285

その他  2,492

合計  66,430

 

　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

（単位：百万円）

  主要な事業 外部顧客への売上高

報

告

セ

グ

メ

ン

ト

電子材料事業 電子材料 18,615

エネルギー材料事業 エネルギー材料 8,332

ライフ＆ヘルスケア事業

医療化学品 5,029

素材化学品 10,473

肥料 3,522

計 19,025

ガラス事業

建築用ガラス 11,606

自動車用ガラス 14,205

ガラス繊維 4,686

その他 0

計 30,499

その他  2,910

合計  79,383
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

１株当たり中間純利益 86円17銭 293円41銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
2,135 7,274

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益（百万円）
2,135 7,274

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,786 24,794

(注)１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、「役員向け株式交付信託」及び「従業員向け株式交付信託」を導入し、当該信託が保有する当

社株式を中間連結財務諸表において自己株式として計上しております。これに伴い、１株当たり中間純

利益の算定上、当該信託が保有する当社株式を「普通株式の期中平均株式数」の計算において控除する

自己株式数に含めております。

１株当たり中間純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前中間連結会計期間にお

いて468,151株、当中間連結会計期間において459,467株です。

 

２【その他】

(1）期末配当

　2026年５月25日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　2,149百万円

(ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 85円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　 2026年６月10日

（注）１．2026年３月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録質権者に対し、支払いを行いま

す。

２．配当金の総額には、株式報酬制度の信託財産として、三井住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受

託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））が保有する当社株式に対する配当金39百万円が含まれ

ております。

 

(2）中間配当

　2026年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　2,149百万円

(ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 85円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　 2026年12月１日

（注）１．2026年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録質権者に対し、支払いを行いま

す。

２．配当金の総額には、株式報酬制度の信託財産として、三井住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受

託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））が保有する当社株式に対する配当金38百万円が含まれ

ております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年11月13日

セントラル硝子株式会社

取締役会　御中

 

八重洲監査法人

 東京都千代田区

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 辻田　武司

 

 業務執行社員 公認会計士 藤井　千春

 

 業務執行社員 公認会計士 田中　耕太郎

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセントラル硝子

株式会社の2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、

中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、セントラル硝子株式会社及び連結子会社の2026年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国におい

て一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中

間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できな

くなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論

に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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